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清水　遼文（Harufumi Shimizu）　　指導：大月　　友
問題と目的
　レジリエンスは，「日常生活において困難な状況にさらさ
れ一時的に不適応状態に陥っても，それを乗り越え健康な
状態へ回復していく力を有する精神的回復力」と定義され
る（齋藤・岡安，2009）。近年，教育現場においてもレジリ
エンスの概念が注目されており（枝廣，2015），レジリエン
スを高める要因として，学校生活における肯定的な経験な
どの社会的関係要因が挙げられている（Olosson et al.，
2003）。本研究では，高校生を対象として，学校生活におけ
る様々な肯定的出来事の経験がレジリエンスにどのような
影響を与え，関連しているのかを明らかにすることによっ
て，教育現場において，生徒のレジリエンスを高めるため
の効果的な支援の方法を検討することを目的とする。
方　法
１．対象者　首都圏私立高校186名（男子108名， 女子78名）
２． 調査時期・手続き　2015年９月ホームルームの際実施，
一斉に質問紙調査を配布
３．調査内容
（1）フェイスシート：学年，性別，年齢記入欄の設置
（2 ）レジリエンス尺度：小塩他（2002）による精神的回復
力尺度「新奇性追求」７項目，「感情調整」９項目，「肯
定的な未来志向」５項目，計21項目の構成，５件法
（3）肯定的出来事尺度
　中学生肯定的尺度の短縮版（大角・三浦2001）を使用し
た。「部活動」３項目，「学業」３項目，「恋愛」３項目，「友
人との援助的かかわり」３項目，「友人との余暇的関わり」
３項目，「教師との関わり」３項目について「自分が「うれ
しい」「楽しい」と思う程度について「とてもあてはまる」
から「まったくあてはまらない」の４件法で高校生活で経
験した程度について「とてもあてはまるから」から「まっ
たくあてはまらない」の４件法で回答を求めた。
結果と考察
　肯定的出来事の各下位因子を独立変数，レジリエンスの
３つの下位尺度をそれぞれ従属変数とした重回帰分析を男
女別に行った結果，「新奇性追求」では，男子における説明
率がR2＝.13で有意であった（F（６，101）＝2.50，p＜.05）。
　標準偏回帰係数は，「教師との関わり」が有意であった
（β＝.30，p＜.05）。「感情調整」では，女子における説明
率がR2＝.15で有意であった（F（６，71）＝2.04，p＜.05）。
また標準偏回帰係数では，「部活動」（β＝.25，p〈.05）と
恋愛（β＝-.28，p＜.05），「友人との援助的関わり」（β＝.26，
p＜.05）で有意であった。「肯定的な未来志向」では，女子
における説明率がR2＝.19で有意であった（F（６，71）＝
2.82，p＜.05）。また，標準偏回帰係数は学業が有意であっ
た（β＝.38，p＜.05）。
　以上の結果から，女子においては，部活動・友人との援
助的関係が感情調整を高め，恋愛経験が感情調整力を不安
定なものにすることが示された。男子においては，教師と
生徒間における肯定的な関わりが，新奇性追求を高めるこ
とが示された。
　これにより，女子では，良好な人間関係を維持していく
ための共感性・協調性育成に向けた介入，男子では，教師
を含めた他者への信頼感や自己有用感を育成していくため
の介入の必要性が示され，これらの介入がレジリエンスを
高めるために有効であることが示された。今後は介入の前
後の影響や，より詳細なレジリエンスを高めるための要因
について検討していくことが課題となる。
TABLE レジリエンスの 3つの下位尺度を従属変数とした
肯定的出来事(各因子)の男女別重回帰分析の結果
説明/従属変数 男子(N＝108 (子女) N＝78) 
スンエリジレスンエリジレ
新奇性追求 感情調整 肯定的な 新奇性追求 感情調整 肯定的な 
向志来未向志来未
肯定的出来事 
部活動 -.14 -.09 -.03  .21  .25*  .11 
学業 -.08  .10  .19 -.08 .06   .36* 
恋愛  .15  .11  .18  .16 -.28* -.19 
友人との援助的関わり -.03 -.09 -.16 -.17  .26*  .04 
友人との余暇的関わり  .13  .05  .07  .04 -.06  .16 
教師との関わり  .30*  .22  .19  .13 .02 -.07 
R2  .13*  .09  .14*  .11  .15*  .19* 
値は標準偏回帰変数β値  *p<.05 **p<.01 ***p<.001 
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